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和歌山県看護連盟会長 松浦 三代 

「れんめい和歌山」第51号発行にあたり、ご挨拶申し上げます。 

平素は、和歌山県看護連盟の活動にご支援とご協力を賜り深く感謝申し上

げます。 

看護連盟は、「ベッドサイドから政治を変える」をスローガンに掲げ、看護

を取り巻く環境を改善するため活動しております。そのためには、どうして

も政治の力が必要です。政治の力、すなわち、私たち看護職の代表を国会議

員として国政に送り出すことです。 

今年は、看護連盟にとって重要な、第24 回参議院議員選挙の年です。私

たちは、組織の総力を結集して、組織代表候補予定者の「たかがい恵美子議員」を国会議員として2期

目の国政に送り出せるよう、役員、委員、会員が心を一つに一丸となって活動して参りたいと思います。

今後とも、皆様の大きなご支援とご協力を和歌山県看護連盟とたかがい恵美子議員に賜りますようお願

い申し上げます。 

最後になりましたが、『平成 28 年和歌山県看護連盟年賀会』に多くの皆様のご出席を賜り誠にあり

がとうございました。また、年賀会報告を掲載するため、第51号（新春号）の発行が2月になりまし

た。新春号掲載用にご挨拶をお願いいたしましたので、草間会長、組織代表国会議員の皆様のご挨拶が

新春号用になっております。 

 

 

日本看護連盟会長 草間 朋子 

新春のお慶び申し上げます。 

年頭にあたり、看護連盟の組織力強化に向けて全力投球していく所存でお

ります。会員一人ひとりのみなさまの元気とやる気が連盟の活力の源です。

社会を動かすことができる強くて活動的な「看護連盟」を目ざしてまいりま

すので、改めて、会員のみなさまの、なお一層の、ご協力よろしくお願いし

ます。 

「少子超高齢社会」という言葉を耳にしないあるいは目に触れない日がな

いほど、日本の高齢化は急速に進んでおります。超高齢社会であることは避けて通ることができません。 

超高齢化を迎えたこれからの日本の「予防し・治し・支える」保健医療を担っていくのはまさに看護

職です。私たち看護職の活動を通して、明るく、住みやすい超高齢社会をつくっていこうではありませ

んか。 

7月には参議院選があります。「ベッドサイドから政治を変える」のスローガンの下、「看護が、たか

がいが、やりがい、いきがいのある社会をつくる」を旗印に、会員のみなさまの力を結集し、一丸とな

って、たかがい恵美子先生を2期目の参議院議員として国会に送り、明るく元気な超高齢社会の構築に

向けた看護政策の実現のために、思う存分、羽ばたいていただきましょう。  
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参議院議員 たかがい 恵美子 

謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。厚生労働大臣政務官在任中は雇用･労働・

年金・子育て分野を主務とし、塩崎大臣の下、過重労働の撲滅、がん対策及び認

知症対策の見直し、子育て支援の強化などに取り組みました。 

また、厚生労働科学研究費補助金に「女性の健康の包括的支援総合研究事業」が

創設され、厚生労働省内に「女性の健康推進室」が新設されました。2015年は、

我が国の女性の健康科学が学術・行政面で明確に位置づけられた輝かしい年とな

りました。さらに政務官検討グループにおいては、「幸齢社会への挑戦‘ハッピ

ープラチナ運動’」を提唱し、必要な施策を来年度予算案に計上しています。 

2016年は自民党女性局長として、女性の健康推進、児童虐待防止、防災･復興推進、女性活躍支援、

地域が活きる観光振興、国際保健協力強化、女性と児童の権利擁護の7つの政策課題を掲げ、取り組む

所存です。 

看護系議員であることを誇りに、みなさまと心をひとつに活動して参りますので、引き続き、よろしく

お願いいたします。 

 

 

 

衆議院議員 あべ 俊子 

和歌山県看護連盟の皆さまにおかれましては、清々しい新春をお迎えのことと

謹んでお慶び申し上げます。 

皆さまのおかげをもちまして、昨年は2 期にわたり約1 年つとめました農林

水産副大臣を退任、衆議院議員として４期 11 年目を迎えることができました。

これまでの積み重ねにより国政での発言力は増し、また、責任もますます重くな

ってきております。 

激動する国際情勢、厳しい日本経済、医療・看護をとりまく環境ではございま

すが、日本の将来を見据え、すべての人が安全かつ安心して生活できる社会保障制度を確立するため、

引き続き全力で頑張ってまいる所存です。 

そして今年の夏には、髙階恵美子先生が２期目を迎えるための参議院選挙が行われます。 

看護の４つの議席を絶やすことのないよう、看護界一丸となってこの選挙戦を闘ってまいりましょう。  

最後にこの一年が皆さまにとって輝かしい年になりますようご祈念申し上げます。 
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参議院議員 石田 昌宏 
和歌山県看護連盟の皆様 明けましておめでとうございます。 

平成二十八年が皆様にとって、輝かしい素晴らしい年になりますよう、心から

お祈り申し上げます。 

旧年中は、暖かいご支援を賜りましたことを衷心より厚く御礼申し上げます。 

昨年は、実践的な理解力、高度かつ専門的な知識及び技能が特に必要とされる

「特定行為研修制度」の運用がいよいよ始まりました。責任の重さとともに、看

護に対する国民の期待をひしひしと感じる歴史的な前進です。さらに、看護職と

ナースセンターが離職後も“つながり”を持ち継続的なキャリア支援や迅速な復職支援を可能にする、

「看護師免許等の届出制度」もスタートしました。制度の開始により離職の防止も期待されます。 

今年も看護の現場に足を運び、国政に伝える努力をしてまいりますのでよろしくお願い申し上げます。 

看護職の代表として活躍しているたかがい恵美子議員とともに、看護連盟の政策を実現すべく、看護連

盟の皆様と全力で頑張ってまいります。 

 

 

 

 

衆議院議員 木村 弥生 
謹んで新年のご挨拶を申し上げます。4人目の看護職議員として初当選を果た

してから、早いもので1年が過ぎました。 

ここまで駆け抜けて来られましたのも、先輩議員の皆さま方にお育ていただい

たからです。たかがい恵美子厚生労働大臣政務官（当時）は、厚労委員会の質問

前で緊張している私にアドバイスをくださいました。あべ俊子議員は被災地訪問、

石田昌宏議員は少年院や女子刑務所の視察同行にお声掛けくださいました。ご期

待にそえるよう頑張ります。 

第三次安倍内閣が打ち出した「一億総活躍社会」の基本方針には、現役世代が介護を理由に離職する

ことのない社会づくりを進め、生涯現役社会を構築することなどが明記されました。看護職が生き生き

と仕事を続けられるような仕組みづくりが加速しています。「働き続けられる職場づくり」などの看護

政策実現とともに、日本に生まれたすべての子供たちが健やかに成長していける社会づくりを目指しま

す。本年もよろしくお願い申し上げます。 
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1月23日、和歌山県看護連盟年賀会がホテルグ

ランヴィアに於いて盛大に開催されました。昨年

をうわまわる134 名の参加者が一堂に会しまし

た。 

松浦会長は開会の挨拶で、「看護政策実現のため、

夏に行われる予定の参議院議員選挙比例代表で

は、たかがい恵美子議員のトップ当選を目指し会

員一同が結束し行動を起こさなければならない」

と強く発信しました。 

続いて、草間朋子日本看護連盟会長、仁坂吉伸和

歌山県知事、石田真敏衆議院議員、鶴保庸介参議

院議員、門博文衆議院議員、前芝雅嗣県議会議長、

尾花正啓和歌山市長、吉井和視県議会議員、山田

正彦県議会議員が来賓を代表してそれぞれ挨拶

をされました。 

組織代表国会議員では、石田昌宏参議院議員、木

村弥生衆議院議員が挨拶をされました。公務多忙

で出席できなかった、たかがい恵美子参議院議員

はビデオレターでの挨拶となりましたが、選挙に

臨む強い決意と出席者への応援のお願いを強く

発信されました。古川紀子和歌山県看護協会長の

乾杯の挨拶後、各地区選出の県会議員、市町村議

員と施設代表者等が同じテーブルに座り意見交

換を行いました。和やかな中にも真剣な雰囲気が

垣間見られました。普段より地方議員を支援し関

係づくりをすることで、組織代表者を国会に送り

出すための協力が頂ける環境が整いつつあるの

ではないだろうかと感じられました。 
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今年は、新年早々に年賀会を開催いたしました。国会議員・県知事・市長・県会議員・

市会議員・町会議員等多数のご来賓の方々と会員の方々の出席で盛大に開催する事がで

きました。 

たかがい議員の応援をお願いして回り本当に有意義な年賀会となりました。 

今年も看護連盟にご支援ご協力をよろしくお願い致します。 

広報委員一同 

開催日：平成28年6月26日（日） 

場 所：プラザホープ 

開催日：平成28年5月29日（日） 

場 所：クレオ大阪中央館 

日 本 看 護 連 盟 会 費 5,000円 
和歌山県看護連盟会費 3,000円 

 
計 8,000円 

皆様のご入会を 

お待ちしております。 
 

 

 

開催日：平成28年4月17日（日） 

場 所：プラザホープ 
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